
気象寺子屋教本

古川武彦 「気象コンパス」
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ー大気の成分

ー対流圏・成層圏・圏界面など

ー気圧とは

ー気象観測システム

http://www.met-compass.com/


宇宙には約1011個の銀河系があり、平均1011個の恒星がある

ひと呼吸に含まれる空気分子の数はおよそ1022。重さは約１ｇ

大気の起源など
「天の川」銀河と太陽系

初期の大気：水素、ヘリューム、メタン、アンモニア

第2世代の大気：火山噴火で、水蒸気（80%）、CO２

（10 ％)、窒素（数％）

何百万年の間：絶え間ない水蒸気の補給が雲を生成

何千年にも渡って雨が降り、川や湖を形成

この間、CO2が大洋中に分解、石灰岩などに固定化

水蒸気とCO2の減少で、窒素が豊富に

太陽の高エネルギーで、H2Oを水素と酸素に光解離。

水素は酸素に比べて軽いで、浮き上がり宇宙へ、酸素
は残留

植物の光合成を通じて、酸素が増加



大気の組成
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高層観測例



大氣の鉛直区分
（気温の減率による区分：（標準大氣）

気圧と密度は、指数関数的に減少していることに注意

大気組成は、約80km上空まで一定。それより上

空では、重力による分離が始まる。軽い分子や
原子の占める割合が多くなる（窒素、酸素、ヘリ
ウム、水素の順）

（対流）圏界面
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国際標準大気表（一部）

航空機用気圧高度計
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気圧計で観測する

●空気１m3 の重さ＝約１ｋｇ

●空気１㎞3の重さ＝約100万トン

●1気圧：約1013ヘクトパスカル

●底面積１平方センチメートルの

気柱の重さ（大気圧）は約１ｋｇ

●気圧の単位：ヘクトパスカル(hPa)
１ヘクトパスカル＝１ミリバール

●大気中に水蒸気が含まれていること
が天気を複雑にし、予報を難しくしている
根源。 空気1m3 中に20g程度の水蒸気
を含む！！

空気・気圧？

水銀

水銀気圧計の原理

真空
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気圧が高い 気圧が低い力が働く

風が吹く

地表

気圧の高低と風の吹き方

・地球が自転しており、我々はその上で風を観測している。

・この影響は、風は高気圧から低気圧に向かって真っ直に吹かずに、
右へ右へと曲げられる（ように見える）。 「コリオリ力」あるい
は「転向力」と呼ばれる。



気象庁の観測システム

（気象庁ホームページより）



アメダス（鹿嶋）：県立鹿島高校に隣接

風向・風速

気温

日照時間

降水量

公衆電話回線で気象庁へ
120ワット以上の

日射強度があれば晴れ
晴れていれば約1キロワット

程度の日射がある



地上気象観測装置
○は「アメダス」の測器

温度計・気圧計・風速計などは、検定を受けなければならない。



水銀気圧計（フォルタン型）



転倒ます型雨量計



プロペラ型風向風速計



ラジオゾンデの放球

（八丈島測候所）

ゴム気球にセンサーを吊るして、放球し、
約３０ｋｍ上空までの気温、湿度、風を
無線を利用して観測



高層気象観測、ラジオゾンデ

大きな弁当箱のような発泡
スチロール箱の中に、測器、
発信機、電池が収められて
いる

• 上空の気象を無線で測る測器を一般に「ラジオゾンデ」と呼ぶ。

• 「レーウインゾンデ」は、気温、湿度以外に、風向・風速を測る測器である。

• 最近は、「ＧＰＳゾンデ」と呼ばれる装置で、観測が行われている。

・ ＧＰＳ（測位衛星システム）を用いて、気球の高度が分かるので、「気圧計」は
搭載されていないが、温度の鉛直分布から、計算で求めることができる。

・ GPSにより、気球の水平位置が時々刻々分かるので、その変位から風速を
求める。



超音波積雪計



気象レーダー/ドップラーレーダ－



雷検知局（女満別）

雷監視システムは、全国30か所に設置した「検知局」にて雷から放射された電磁波をアンテナで受信して、この信
号から得られる雷の到達時間や波形情報などに、高精度の受信時刻を付加して瞬時に「中央処理局」にその情
報を伝送します。中央処理局では、それらの情報を元に雷の種類及び発生位置を自動的に算出（標定）します。

雷監視システム



ウインド プロファイラー



空のアメダス



静止気象衛星「ひまわり」

赤道上空35,800kmの宇宙から、大反射望遠鏡を用いて、
地表の温度や雲域を、1㎞程度の細かさで観測

この高度で、外向きの遠心力と重力による下向き
の力が、釣り合って落下しない
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